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   The following is a report of leiomyosarcomaof the urinary bladder and a review of the 
previous literatures on it. 
   The patient, 49-year-old male, was admitted to our clinic on June 30, 1962. His complaints 
were hematuria nd a mass located in the bladder region. The family history was negative 
for malignancy. With the exception of a arthritis in 1955, he had been well and at work. 
Five months before admission he noted painless hematuria. But this soon subsided with several 
treatments. And he had been at work constantly for four months. Since three days before 
admission, he has been suffered from hematuria nd mass formation in the bladder egion. So 
he was admitted to our clinic. 
   The physical examination was all negative. Cystoscopic examination was not performed 
because of hematuria. The cystogram showed a suspicious picture of the bladder tumor. An 
excretory urogram showed fair concentration of the dye in both kidneys, and the pattern of 
the upper urinary tract was normal. The total cystectomy and uretero-cutaneostomy was 
performed under the general anesthesia. 
   The pathological diagnosis  : Leiomyosarcoma. 
   The leiomyosarcoma of the urinary bladder is one of the very rare conditions and very 
few are seen in the literature.
緒 言
膀胱 肉腫 は膀胱 に発生 す る悪 性腫 瘍中非常 に
稀な疾患 として取扱 われてい る.殊 に膀胱平滑
筋肉腫 の報告 は少 く内外の文献 をみ ても少数例
を数 えるに過 ぎない
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較 して非常に珍 しい疾患の中に数 え ら れ て 居
る.膀 胱内腫 はMcCrea&Post(1955),Sil-
bar&Silbar(1955)に依ればSenftleben
(1861)の報告例 を第1例 として記 載 して居 る.
本疾患を文献的に見 る とGurlt(1907)は






%)に 膀胱肉腫を認め たと報告 して居 る.
又,McCrea&Post(1955)は膀胱 肉腫288
例を集め て詳細な報告 を行 つて居 る.
本邦に於い ては岡本(1930)は9年 間に於 け
る膀胱腫瘍患者99例中肉腫は1例 であつた と報
告 して居 る.杉 村(1937)は65例中1例,藤 井
(1929)は64例中,山 崎(1933)は55例中夫 々
肉腫 はなかつ た と報告 して居 る.最 近 では,原
口,友 田(1950)は139例の膀胱腫瘍患者 中肉
腫1例 と報 じ,市 川,辻(1951)に依れ ば93例
中45例 に組織学的検索をすすめ上皮性腫 瘍42
例,肉 腫3例,南 等 は118例中組織 学的検査 を
行 つた48例中に肉腫 は2例 であつた と報告 して
居 る.
この様 に諸 家の報告 をみて も膀胱 腫瘍に対す






















































































この中膀胱 平滑筋 肉腫 として報告 され て居 る
ものは更に少い様 であ る.膀 胱平滑筋 肉腫 は我
々が文献か ら集め得た範囲では和気(1938)の





例 を数 えるに過 ぎない.
本邦報告例 に就 ては概略別表に記載 した(表
2)
一 方欧米 に於 てはGussenbauer(1875)が
本症 第1例 として 報 告 し,McCrea&Post






























































発 生 部 位 蚕きさき
後下壁
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を行っ てい るが,膀 胱平滑筋 肉腫 と記載 され て
いるものは36例であつた.
年令的分布に就 てみ る とSilbar&Silbar
(1955)に依ればHermanは5才 以下及ば50才
以上に高い頻度 で出現す ると言つ て居 り.Mc
Crea&Postの統計 を検討 してみ ても287例の
膀胱 肉腫患者 の中5才 以下の幼児に出現 したも
のは60例・50才以上 に於ては103例となつて居
る.Longley(1955)も幼年及 び老年 に好発 す
ると記載 して居 る.
性別は辻 に よればCraneの 蒐 集 として 男
93,女48と記載 して居 る.McCreaの 統計 で
は男173・女83とな り,辻 の集めた本邦例 では
男21・女11と記載 され て居 る.






血 尿 21 8
尿 意頻 数 10 6
乏 尿 9 0
下 腹部 痛 7 2
腫 瘤触 知 2 3
ソケイ部痛 1 0
排尿 困 難 1 2
無 症 状 1 0







































膀胱 肉腫 の発 生部 位 と して解剖学的関係か ら
膀胱三角部 がその好発部位 であ ると記載 されて
居 るが,諸 家 の報告を見 ると平滑筋肉腫では極
く僅かな頻 度であ る.
臨床症状 としては膀胱 癌 と異 るところな く血
尿,頻 尿,排 尿 痛,排 尿 困難 と云つた様な症状
が主 な もの であ ろう.Silbar&Silbarは30
例 中21例に,血 尿を認めて居 り次いで尿意頻数
10例,乏 尿9例,下 腹部痛7例 と記 載 して居
る.本 邦報告例 でも13例中血 尿8例,次 いで尿
意頻数6例 の順 となつてい る(表4)
治療法 としては膀胱全別除術,膀 胱部分切除
術,腫 瘍切除術 の3つ の方法に大別 され るが ・
多 くは これに深部X線 照射,抗 癌製剤 の使用,
ラ ドン針の打込 な どの併用療法が行 わ れ て 居
る.又 末期 のものには膀胱痩造設,人 工尿痩造
設な どの方法 もとられ て居 る.
Khoury&Speer(1944)にょれば膀胱 肉腫
の大部分は三角部 に発生 するが,平 滑筋 肉腫 は
膀胱腔を充す様 なもの以外 は三角部か ら発生 す
ることはない と言つて居 り,こ のことが横紋 筋
肉腫 と平滑筋 肉腫 の鑑 別上重要 なことであ ると
述べて居 る.Silbar,」.D.&Silbar,S.J.も
腫瘍の発生部位 は横紋筋 肉腫 と平滑筋肉腫 との
鑑別に非常 に大 切な ことであ ることを述べ,平
滑筋肉腫 の発生部位 は頂部又は上壁3例,左 側
壁5例,右 側壁7例,後 壁8例,膀 胱充満6
例,不 明1例 と記載 し,平 滑筋 肉腫 は三角部 よ
りもむ しろ膀胱壁に発生す ることを 教 え て 居
る.
本邦報告例中三角部に発生 していたものは木
下等 の1例 を見 るのみであ る.
本邦報告例に就てみる と表2の 如 く膀胱部分
切除術が半数を 占め,膀 胱全別除術が これに次
いで居 る.
本症 の予後は他の悪性腫瘍 同様に極めて不 良
であ り,そ の死亡率は他の悪性腫瘍患者 よりも
遙 かに高率 であ ると言われて居 る.Silbar&
Kollert(1944)は肉腫 の死亡率 は100%であ る
722
と言 い,】Lev&Be11(1946)はその全例が1年
以 内に死亡 すると言って居 る.Silbar&Silbar
は 本症 は30例の予後 につ き表 の如 く記載 して居
る.こ れに依 ると約半数 の16例が1年 以内に死
亡 している.併 し1例 ではあ るが10年以上 の生




死 因 不 明
再 発 に よ る もの
両 側 水 腎 症
感 染 症












く稀なものであつて,診断及び手術 技 術 の進
歩,優 れた抗生物質,抗 癌製剤の出現,放 射線
治療の発達した今 日に於ても尚,本症の予後は
悲観的であろう、
要 す る に 本 症 も 他 の 悪 性 腫 瘍 同 様 に,早 期 に
発 見 し早 期 に 適 切 且 つ 充 分 な 治 療 を 行 い 得 る か
否 か が 本 症 の 予 後 を 左 右 す る も の と考 え る.
結 語
49才男 子 に 見 られ た 膀 胱 平 滑 筋 肉 腫 の1例 を
報 告 し,些 か の 文 献 的 考 察 を 行 つ た.
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